
 

 

 

まだまだ残暑の厳しい日が続きます。暑かった夏の疲れが残り，なかなか本調子に戻らない人もいることでし

ょう。早ね早起き朝ご飯を心がけ，生活リズムを整えましょう。２学期も毎日元気に過ごしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇重陽の節句 9月９日です。重陽の節句は，五節句のひとつで，別名「菊の節句」ともいいます。3月３日ひなまつり，5

月５日こどもの日，7月7日七夕などと同じ，季節のお祝い事のひとつです。重陽の節句は，健康と長生きを

お祈りする日です。給食では，菊の花びらを加えた すまし汁を作ります。 

＼9月の献立より／ 

かていすう 

家庭数 

9月の給食では，賞味期限の近いアルファ化米を使います。アルファ化米は，水やお湯だけでご飯ができる災害時

に便利な食料品です。調布市で防災用に備蓄されていたものを賞味期限が切れる前に，譲り受け，いただきます。 

令和７年 9 月１日 

調布市立第二小学校 

校  長  関村 明子 

栄養教諭 雛形 理恵 

 1923年９月１日に関東大震災が発生したことにちなみ，９月１日は「防災の日」

です。秋は台風シーズンということに加え，近年では気候変動の影響からか豪雨も

頻発し，各地で甚大な被害が相次いでいる状況です。台風の予報が出てから慌てて

買いに行って売り切れ…ということのないよう，日ごろから水や食料品は多めにスト

ックしておくと安心です。 

水や食料品は最低３日分，できれば１週間分を備えておくことが勧められていま

す。日常よく食べているものを多めに買い置きし，食べたら買い足す「ローリングスト

ック」で無理なく備えましょう。 

１人１日３Lが

目安です。 

好きなお菓子や食べ慣れているものがあると、不

安な気持ちを和らげてくれます。 

缶詰、レトルト食品、乾物、日持ちのする

野菜など。 

お彼岸は春と秋の年に２回あり，春分の日と秋分の日の前後７日間のことをいいま

す。古くから，お墓参りをして先祖供養をする風習があります。また，「暑さ寒さも彼岸ま

で」ということわざがあるように，季節の移り変わりを感じる時期でもあります。 

 お彼岸の食べ物といえば，ご飯をつぶして丸め，小豆のあんで包んだ「おはぎ」があ

ります。これは秋の花である「萩」にちなんだ呼び方で，春には「牡丹」にちなんで「ぼ

たもち」とも呼ばれます。２２日の給食では，アルファ化米を使って，おはぎを作ります。 


